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平成１５年１２月２５日    
 
このレポートは、黒沢川治水利水対策の現在の検討状況などを、黒沢川流域協議会会員に向けて発信

するものです。今後の協議会運営の参考としていただきたいと思います。 
 
 
 
万水川工事本格化 
万水川の未整備区間については、早急な改修が必要であることか

ら区間を８工区に分割して施工する予定としておりましたが、その

内の４工区について１２月１８日に工事の入札があり、施工業者が

決まりました。残りの４工区についても年明けに発注する予定とし

ており、いよいよ本格的な工事が始まります。 
この区間については、協議会で皆様からいただいた意見を基に、

より多自然的な工法を採用しております。 
調整池概略検討 
調節位置や調節容量などの調査を進めているところですが、これらの検討に付随して必要となる現況

河道の流下能力検証に関する委託業務については、去る平成１５年１１月１８日の公正取引委員会によ

る談合認定に伴う排除勧告を受けて、委託業務に係る一切の手続きがストップしていました。現在、県

の対応方針も決まり、委託業務の手続きを再開し１２月２６日に入札を行う予定です。会員の皆様に資

料として提供できるまでには、今しばらく時間がかかるところですのでご理解をお願いします。 
 
 
 三郷村南小倉地区への話し合いについては、平成１５年１２月１３日に地元の水利組合等と三郷村役

場で構成される黒沢川利水運営委員会の場におきまして、１０月２９日に委員会が実施した現地調査の

まとめと合わせて、今後の利水対策の進め方についてご相談いたし

ました。新年においても、引き続き地元の水利組合等と話をする機

会を設け、詳細などを詰めていきたいと思います。 
 また、河川維持流量につきましては、黒沢川の特徴にあった流量

を検討していきますが、治水対策で述べたように委託業務に係る手

続きの関係から、新年より本格的な調査を行う予定としています。 
 
 

本年の協議会の運営につきまして、ご協力をいただき有り難うございました。新年の

早い段階で流域協議会のご意見が伺えるよう調査、検討を進めていきますので、会員の

皆様には今しばらくお待ちいただくようお願いいたします。なお、新しい動きなどがあ

れば、この「川ら版」でお知らせしていきます。 
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